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母子生活支援施設ニーズ調査結果 

 

１ 調査の概要 

① 調査の目的 

  石垣市内におけるひとり親家庭の実態を把握し、ひとり親家庭の行政ニーズに

対応するためアンケート調査を行い、今後のひとり親家庭福祉施策の充実のた

めの基礎資料とする。 

 

②  調査の実施 

(1) 調査対象： 石垣市内の児童扶養手当受給者資格者  

(2)  配布数 ： 853 件（H28.10.31）＊現況届け済みの受給者世帯 

〈内訳〉   母子世帯：744 件、父子世帯：98 件、養育者等：11 件 

  (3) 回収数 ： 606 件 

  (4) 回収率 ： 71.0％ 

  (5) 実施期間： 平成 28 年 11 月 28 日～12 月 28 日 

(6) 調査方法：  

１）調査票は、平成 28 年度現況届けで児童扶養手当の受給資格のある者へ
通知する「児童扶養手当証書交付通知書」の封書に同封し、郵送す
る。 

２）通知の受けた者が児童家庭課窓口で児童扶養手当証書を受け取る際
に、職員が調査票の記入確認を行い、記入済みの場合は窓口に設置す
る回収ボックスへ投函してもらう。 

３）無記入の場合若しくは、調査票を自宅へ忘れた等で提出できない場合
は、窓口で調査票の記入を促し、回収ボックスへ投函してもらう。 

 

③  結果の見方 

  ・回答結果の割合(％)は、回答数の割合を小数点以下第 2 位で四捨五入してい
るため、単数回答であっても、合計数が 100％にならない場合があります。 

  ・複数回答の場合、回答は選択肢ごとの有効回答数に対して、割合をだしてい
ます。そのため、合計が 100％を超える場合があります。 

  ・表や図中で、選択肢の文章が長いものは省略して載せている場合がありま
す。また「N」は集計の対象者数（設問の限定条件に該当する人の数）を表し
ています。 
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２ 調査結果 

① 家族の状況について 

 ① -1 あなたの世帯はどれにあてはまりますか。 

  ・平成 28 年度現況届出済み(H28.10.31 時点)の 853 世帯を調査対象件数として、 
全回答数 606 件で 71.0％の回収率となりました。 

・内訳として、母子世帯は実際の受給世帯割合に比べて、5.7 ポイント多い回答件
数が得られ、一方の父子家庭は△5.7 ポイント少ない回答数となりました。 

 

 ※参考値：平成 28 年 10 月 31 日時点の受給世帯別割合 

  

①-2 あなたの年齢は何歳ですか。（平成 28 年 11 月 1 日現在の満年齢） 

 ・ひとり親世帯の養育者は、30 代から 40 代前半で全体の約 7 割を占めます。 

・年代別に見ると「36～40 歳」(25.4%)が最も多く、ついで「41～45 歳」
(22.4%)、「31～35 歳」(20.6%)の順となっています。 

 ・母子家庭は「36～40 歳」(26.1%)が最も多く、「31～35 歳」(21.7%)と 

「36～40 歳」(25.4%)を併せると、全体の 7 割となっています。 

 ・父子家庭は、「41～46 歳」(30.8%)が最も多く、10 代の回答は見られませんで
した。 

区分 回答件数 回答比 
 無回答を除く

回答比        
受給世帯割合※ 

母子世帯 544 件 89.8 ％  93.3％  87.6％ 

父子世帯 39 件 6.4 ％ 6.7％ 12.4％ 

無回答  23 件 3.8 ％  

年代 全体(N=606) 母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39) 無回答(N=23)

10代 0.2% 0.2% 0.0% 0.0%

20～25歳 3.5% 3.5% 5.1% 0.0%

26～30歳 7.3% 7.4% 5.1% 8.7%

31～35歳 20.6% 21.7% 12.8% 8.7%

36～40歳 25.4% 26.1% 23.1% 13.0%

41～45歳 22.6% 22.4% 30.8% 13.0%

46～50歳 12.5% 12.7% 12.8% 8.7%

51歳以上 6.1% 5.5% 10.3% 13.0%

無回答 1.8% 0.6% 0.0% 34.8%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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 ①-3 あなたのお住いの地区はどちらですか。 

 ・全体で見ると「新川」(21.1％)と最も多く、次いで「登野城」(17.7％)、｢大浜｣
(10.2％)の順となっています。10%以上の地区は、公営住宅が存在しており人口
比率も高い地域となっています。 

 ・母子世帯では、「新川」(21.9％)が最も多く、次いで「登野城」(18.4％)の順と
なっています。 

 ・父子世帯では、公営住宅のない「石垣」(12.8％)と公営住宅のある「新川」
(12.8％)、｢登野城｣(12.8％)、「大浜」(12.8％)と上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

地区 全体(N=606) 母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39) 無回答(N=23)

大浜 10.2% 9.9% 12.8% 13.0%

真栄里 8.1% 8.3% 7.7% 4.3%

平得 5.4% 5.3% 7.7% 4.3%

登野城 17.7% 18.4% 12.8% 8.7%

八島町 0.7% 0.6% 2.6% 0.0%

美崎町 1.3% 1.3% 2.6% 0.0%

浜崎町 1.8% 1.7% 2.6% 4.3%

新栄町 6.4% 6.6% 5.1% 4.3%

名蔵 0.5% 0.6% 0.0% 0.0%

大川 5.8% 5.7% 7.7% 4.3%

石垣 8.4% 8.3% 12.8% 4.3%

新川 21.1% 21.9% 12.8% 17.4%

桃里 0.5% 0.6% 0.0% 0.0%

白保 3.0% 2.6% 10.3% 0.0%

宮良 4.3% 4.6% 2.6% 0.0%

平久保 0.5% 0.6% 0.0% 0.0%

伊原間 0.3% 0.4% 0.0% 0.0%

野底 0.7% 0.7% 0.0% 0.0%

桴海 0.3% 0.4% 0.0% 0.0%

崎枝 0.2% 0.0% 0.0% 4.3%

川平 1.0% 1.1% 0.0% 0.0%

無回答 1.8% 0.7% 0.0% 30.4%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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 ①-4 ひとり親になった時の年齢は何歳ですか。 

  ・全体をみると、「31～36 歳」（24.6％）が最も高く、「20～25 歳」(20.0％)、「26

～30 歳」（19.8％）と続き、全体の約４割が 20 代でひとり親になったと回答されてい

ます。 

  ・母子世帯では、「31～35 歳」（25.6％）が最も高く、次いで「20～25 歳」（21.0%）

「26~30 歳」（20.2％）とつづいています。 

  ・父子世帯では、「26~30 歳」（25.6％）が最も高く、次いで「36～40 歳」（20.5％）

と続き、「10 代」(7.7％)では母子世帯より 5.7 ポイント高く回答されています。 

 ①-5 ひとり親になった前後で、特に困ったことは何ですか。（3 つまで回答） 

 ・母子世帯では、「家計(生活費)」(33.8%)が全体の 3 割を占め、次いで「仕事」
(16.2%)、「子育て･教育」(13.7%)の順となっています。 

 ・父子世帯では、｢家計(生活費)｣(29.1%)が最も高く、次いで「子育て･教育」
(21.5%)、「仕事」(10.1%)の順となっています。 

 ・母子も父子も順序は異なりますが「家計(生活)」、「仕事」、「子育て･教育」
の項目が上位に上がっています。また、母子に比べ父子では、「家事」が 7.8 ポ
イント高く回答されています。 

困った事項 全体(N=606) 母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39) 無回答(N=23)

家計（生活費） 33.4% 33.8% 29.1% 29.1%

住宅 8.3% 8.5% 5.1% 5.1%

仕事 15.9% 16.2% 13.9% 13.9%

家事 2.9% 2.3% 10.1% 10.1%

子育て・教育 14.2% 13.7% 21.5% 21.5%

自分の健康 6.9% 7.2% 1.3% 1.3%

親族の健康・介護 1.3% 1.1% 5.1% 5.1%

相談相手 1.1% 1.2% 0.0% 0.0%

精神的苦痛 4.3% 4.4% 3.8% 3.8%

孤独感 1.7% 1.8% 1.3% 1.3%

相手からの暴力 0.7% 0.8% 0.0% 0.0%

相手のつきまとい 1.1% 1.2% 0.0% 0.0%

借入金・ローンの返済 5.0% 5.1% 3.8% 3.8%

その他 0.2% 0.2% 0.0% 0.0%

特にない 1.3% 1.2% 3.8% 3.8%

無回答 1.6% 1.4% 1.3% 1.3%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

年代 全体(N=606) 母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39) 無回答(N=23)

10代 2.5% 2.0% 7.7% 4.3%

20～25歳 20.0% 21.0% 12.8% 8.7%

26～30歳 19.8% 20.2% 25.6% 0.0%

31～35歳 24.6% 25.6% 12.8% 21.7%

36～40歳 18.2% 17.8% 20.5% 21.7%

41～45歳 6.9% 6.4% 10.3% 13.0%

46～50歳 3.1% 2.9% 2.6% 8.7%

51歳以上 1.5% 1.1% 5.1% 4.3%

無回答 3.5% 2.9% 2.6% 17.4%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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② 仕事について 

 ◇ 仕事をしている方 

②-1 あなたの現在の仕事の形態はどれにあたりますか 

 ・母子世帯では、「パート・アルバイト」(38.6％)が、父子世帯では「正社員・正
規職員」(41.0％)が、高い割合を占めています。 

 ・「自営業主(商店・農業など)」では、父子が 17.9％と母子に比べて 15.1 ポイン
ト高い割合で回答されています。 

 ・母子、父子ともに「無職」が５～６％の回答がされています。 

 

 

◇ ひとり親世帯になる直前に仕事をしていた方 

②-2 ひとり親になったことをきっかけとして 

転職をしましたか。 

 

 ・母子世帯では、「転職した」(46.9％)が多く回答され、 

逆に父子世帯では「転職していない」(59.0％)が多く 

回答されています。 

 

仕事の形態 全体(N=606) 母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39) 無回答(N=23)

正社員・正規職員 28.2% 28.3% 41.0% 4.3%

パート・アルバイト 37.6% 38.6% 20.5% 43.5%

契約社員・臨時職員 16.0% 16.5% 7.7% 17.4%

人材派遣会社の派遣社員 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業主（商店・農業など） 4.3% 2.8% 17.9% 17.4%

自営業の手伝い 1.0% 0.9% 2.6% 0.0%

その他 1.3% 1.5% 0.0% 0.0%

無職 6.1% 6.3% 5.1% 4.3%

無回答 5.1% 4.8% 5.1% 13.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

事項 全体(N=606) 母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39) 無回答(N=23)

転職した 45.2% 46.9% 35.9% 21.7%

転職していない 37.8% 35.5% 59.0% 56.5%

無回答 16.8% 17.6% 2.6% 21.7%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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 ②-3 前問で「転職した」と答えた理由はなんですか。（複数回答） 

 ・母子も父子世帯も順序は異なりますが「収入が十分でない」、｢土日に休めな
い」が転職した理由の上位に上がっています。また、母子に比べ父子世帯では、
「育児の時間が確保できない」のポイントが高く回答されています。 

 

③ 生活と住いについて 

 ③-1 あなたの世帯の平成 27 年の年間総収入は次のうちどれにあたりますか。 

    (※就労収入、児童手当、児童扶養手当、別れた配偶者からの養育費、生活保護法に基

づく給付、親からの仕送り等を含む) 

 ・全体を見ると「100 万円以上 200 万円未満」が全体の約 5 割を占めており、同
様に母子世帯でも 51.5％と最も高く回答されています。 

 ・父子家庭では、上位が「200 万円以上 300 万円未満」(30.8％)と母子家庭と比て
15.4 ポイント高く回答されています。 

 ・「300 万円以上 400 万円未満」の項目でも、母子に比べて父子が 13.6 ポイント
高く回答されています。 

転職の理由 全体(N=606) 母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39) 無回答(N=23)

身分が安定していない 5.8% 5.9% 5.5% 5.4%

休暇が取れない 5.8% 6.1% 3.6% 2.7%

収入が十分でない 15.1% 15.8% 7.3% 8.1%

育児の時間が確保できない 7.6% 7.7% 9.1% 2.7%

土日に休めない 10.8% 11.1% 9.1% 5.4%

就業時間に融通が利かない 5.6% 5.7% 5.5% 2.7%

在宅できない 0.5% 0.4% 0.0% 2.7%

年金、雇用保険に入れない 4.4% 4.4% 1.8% 8.1%

勤務時間が長い 4.2% 4.3% 3.6% 2.7%

経験や能力が発揮できない 1.2% 1.2% 0.0% 2.7%

家事への負担が大きい 3.0% 3.0% 3.6% 2.7%

残業が多い 2.7% 2.7% 3.6% 2.7%

その他 2.1% 2.2% 0.0% 2.7%

無回答 31.1% 29.5% 47.3% 48.6%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

年間総収入 全体(N=606) 母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39) 無回答(N=23)

100万円未満 25.9% 25.7% 25.6% 30.4%

100万円以上200万円未満 48.7% 51.5% 25.6% 21.7%

200万円以上300万円未満 16.2% 15.4% 30.8% 8.7%

300万円以上400万円未満 2.6% 1.8% 15.4% 0.0%

400万円以上500万円未満 0.7% 0.6% 2.6% 0.0%

500万円以上600万円未満 0.2% 0.2% 0.0% 0.0%

600万円以上700万円未満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

700万円以上 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 5.8% 4.8% 0.0% 39.1%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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 ③-2 あなたの住宅の状況を次のうちどれにあたりますか。 

 ・母子､父子世帯ともに｢借家・賃貸｣が最も高く、母子は 57.4％、父子は 43.6％
となっており、世帯で差が見られます。次いで、母子では「市営・県営住宅」
(19.9％)と高く、父子では「持ち家」(23.1％)と高く回答されています。 

 ・「実家で同居」の項目では、母子、父子ともに 10％以上の回答がされていま
す。 

 

 

 

 

項目 全体(N=606) 母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39) 無回答(N=23)

持家 8.1% 6.8% 23.1% 13.0%

市営・県営住宅 19.3% 19.9% 15.4% 13.0%

借家・賃貸 55.6% 57.4% 43.6% 34.8%

社宅 0.2% 0.2% 0.0% 0.0%

実家で同居 12.9% 12.9% 17.9% 4.3%

間借（シェアハウス） 0.7% 0.6% 0.0% 4.3%

その他 1.7% 1.8% 0.0% 0.0%

無回答 1.7% 0.6% 0.0% 30.4%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

6.8%

19.9%

57.4%

0.2%

12.9%

0.6%

1.8%

0.6%

23.1%

15.4%

43.6%

17.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

持家

市営・県営住宅

借家・賃貸

社宅

実家で同居

間借（シェアハウス）

その他

無回答

母子世帯(N=544) 父子世帯(N=39)
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④ 『母子生活支援施設』について 

 ◇母子家庭の方 

④-1 あなたは『母子生活支援施設』について 

知っていましたか。 

 ・「名称はきいたことがあるが､内容は知らない」と 
「名称も知らなかった」が共に 41.2％と最も高く 
回答がありました。 

  ・次いで、「入所経験はないが、名称も内容もよく知っている」が 5.9％と続いて
います。  

 

 

 ④-2 あなたは『母子生活支援施設』への入所についてどのように思いますか。 

 ・「入所したいと思わないし､これまでも必要なかった」が 38.8％ともっとも高
く、次いで「今は必要ないが､施設があれば入所したかった」が 26.3％と回答
されています。 

 ・「今すぐにでも入所したい」は少数ではありますが 7.7％の回答があり、「今は
必要ないが、将来入所したい」は 10.1％の回答があり、今後の利用意向と、
過去の入所意向を合わせると、一定程度のニーズがあることがうかがえます。 

 

項目 母子世帯(N=544)

市外の母子生活支援施設に入所していた 1.1%

入所経験はないが、名称も内容もよく知っている 5.9%

名称は聞いたことあるが、内容は知らない 41.2%

名称も知らなかった 41.2%

無回答 10.7%

合計 100.0%

項目 母子世帯(N=544)

今すぐにでも入所したい 7.7%

今は必要ないが､施設があれば入所したかった 26.3%

今は必要ないが､将来入所したい 10.1%

入所したいと思わないし､これまでも必要なかった 38.8%

無回答 17.1%

合計 100.0%
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 ④-3 前問で「入所したい」「入所したかった」と答えた方でその理由となるこ

とはなんですか(複数回答)。 

また、『特に』そう思われるものはなんですか。（一つのみ） 

 ・[今すぐにでも入所したい]理由に「家計管理支援や就職支援サポートが受けられ
るため」(25.6％)が最も高く、次いで「保育など子どもの養育支援を受けられる
ため」(22.1％)と「子の学習支援を受けられるため」(19.8％)が続き、子どもの
養育や学習支援に関する項目の割合が全体の約 4 割を占めています。 

 ・[今は必要ないが､施設があれば入所したかった]理由に「家計管理支援や就職支
援サポートが受けられるため」(21.5％)が最も高く、「住宅に困窮している(し
ていた)ため」(14.2％)も上位に回答されています。 

 ・[今は必要ないが、将来入所したい]理由では、「保育など子どもの養育支援を受
けられるため」(20.0％)が最も高く回答があり、『特に』必要とする理由には
「子の学習支援を受けられる」(7.3％)が上位に回答されています。 

 

 

＊『特に』入所希望する理由（一つのみ） 

入所希望の理由
今すぐにでも入所
したい(N=85)

今は必要ないが、
施設があれば入所
したかった(N=314)

今は必要ないが、
将来入所したい
(N=70)

元配偶者からのＤＶ・虐待の一時避難のため 4.7% 6.5% 3.5%

施設職員による相談や指導を受けられるため 9.3% 10.8% 8.2%

家計管理支援や就職支援サポートを受けられるため 25.6% 21.5% 16.5%

保育など子どもの養育支援を受けられるため 22.1% 20.0% 20.0%

子の学習支援を受けられるため 19.8% 14.8% 16.5%

何らかの障害による、生活支援等が必要なため 2.3% 1.2% 1.2%

住宅に困窮している（していた）ため 4.7% 14.2% 11.8%

親族・知人と同居しているが、いずれ自立するため 9.3% 6.2% 3.5%

その他 1.2% 1.5% 1.2%

無回答 1.2% 3.4% 17.6%

合計 100.0% 100.0% 100.0%

『特に』入所希望の理由
今すぐにでも入所
したい(N=13)

今は必要ないが、
施設があれば入所
したかった(N=58)

今は必要ないが、
将来入所したい
(N=11)

元配偶者からのＤＶ・虐待の一時避難のため 2.4% 2.1% 0.0%

施設職員による相談や指導を受けられるため 0.0% 2.8% 1.8%

家計管理支援や就職支援サポートを受けられるため 2.4% 11.9% 3.6%

保育など子どもの養育支援を受けられるため 11.9% 12.6% 3.6%

子の学習支援を受けられるため 2.4% 2.1% 7.3%

何らかの障害による、生活支援等が必要なため 0.0% 0.7% 0.0%

住宅に困窮している（していた）ため 7.1% 7.7% 3.6%

親族・知人と同居しているが、いずれ自立するため 4.8% 0.7% 0.0%

その他 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 69.0% 59.4% 80.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0%


